
JP 2011-76662 A5 2012.6.14

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成24年6月14日(2012.6.14)

【公開番号】特開2011-76662(P2011-76662A)
【公開日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2009-226040(P2009-226040)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  19/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/781    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３１１　
   Ｇ１１Ｂ  19/02    １００Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/781   ５１０Ｊ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｌ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月25日(2012.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の情報記録装置は、情報記録装置本体と、前記情報記録装置本体とは独立して起
動可能に構成され、外部から入力される情報を記録する主記録手段とを備え、前記情報記
録装置本体は、前記主記録手段の異常を検知する検知手段と、前記検知手段によって、前
記主記録手段に異常が発生したことが検知されたとき、前記情報を記録する補助記録手段
と、前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知されると、前記
主記録手段による前記情報の記録動作から前記補助記録手段による前記情報の記録動作に
切換えるとともに、前記主記録手段を再起動する制御手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　情報記録装置本体と、
　前記情報記録装置本体とは独立して起動可能に構成され、外部から入力される情報を記
録する主記録手段とを備え、
　前記情報記録装置本体は、
　　前記主記録手段の異常を検知する検知手段と、
　　前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知されたとき、前
記情報を記録する補助記録手段と、
　　前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知されると、前記
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主記録手段による前記情報の記録動作から前記補助記録手段による前記情報の記録動作に
切換えるとともに、前記主記録手段を再起動する制御手段とを備えることを特徴とする情
報記録装置。
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